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令和 5年度予算見積調書 課室名:

説明事業

スポーツ振興課
担当名: 生涯スポーツ・パラスポーツ

内線: 6953 (単位：千円)
会計

P56 スポーツインライフ推進事業 一般会
計

総務費 県民費
項

県民活動推進
費

県民スポーツ振興費
番号 事業名

事 業
期 間

令和 2年度～ 根 拠
法 令

スポーツ基本法第6条、第7条、第20条～第24条
埼玉県スポーツ振興のまちづくり条例

款

針路 08
分野施策 0804

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

3
3-4

　県民総合スポーツ大会の開催を始め、スポーツイベン
ト等の開催を支援することや県民のスポーツに親しむ機
会を充実することにより、本県のスポーツ・レクリエー
ションの振興を図る。

　ア　スポーツインライフ環境整備事業　　7,908千円

　イ　パラスポーツが身近になる環境づくり事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12,288千円

（１）事業内容
　　ア　スポーツインライフ推進事業　　 　　　7,908千円
　　 (ｱ)スポーツイベント魅力向上会議の開催
　　 (ｲ)県民総合スポーツ大会開催事業
　　イ　パラスポーツが身近になる環境づくり　12,288千円
　 　(ｱ)学校体験会の開催
　　（ｲ)障がい者スポーツ指導員に養成及び活躍の場の創出
　　 (ｳ)パラスポーツ体験会等の開催
（２）事業計画
　　ア　スポーツインライフ推進事業
　　 (ｱ) スポーツイベント魅力向上会議の開催
　　　　 スポーツイベント魅力向上会議を開催し、スポーツイベントのノウハウを結集し、高齢者が参加したく
　　　　 なるイベントづくりを支援する。
　　 (ｲ) 県民総合スポーツ大会開催事業
　　　　 県民総合スポーツ大会を開催する埼玉県実行委員会への負担金。
　　イ　パラスポーツが身近になる環境づくり
　　　　民間企業と連携して障害者スポーツの理解促進、スポーツをしやすい環境づくりを行う。
　　 (ｱ)小中学校、高校及び大学を対象とした体験交流会等の実施。
　　（ｲ)障がい者スポーツ指導員の活躍の場の創出及び障害者がスポーツを行う機会の創出。
　　 (ｳ)パラスポーツを広く県民に周知するため、ボッチャ大会及びパラスポーツ体験会の実施。
（３）事業効果
　　 (ｱ)学校体験会の実施（R5:18回）
　　 (ｲ)障がい者スポーツ指導員養成講習会（R5:50人）
　　 (ｳ)ボッチャ大会の参加人数（R5:200人）
　　 (ｴ)パラスポーツ体験会の参加人数（R5:120人）
　　 (ｵ)週に1回以上スポーツする20歳以上の県民の割合（65.0％目標）

２　事業主体及び負担区分
（県10/10）

３　地方財政措置の状況
　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　9,500千円×5.4人＝51,300千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 20,196

前年額 17,042 17,042

― 県民生活部 56 ―

支え合い魅力あふれる地域社会の構築

20,196 3,154

スポーツの振興



 

事業名

単位事業名 予算額 7,908千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 30 10 講師、各種表彰選考委員外部選考委員謝金

需用費 430 0 消耗品費

役務費 104 0 資料郵送代

負担金、補助及び交付金 7,344 0 県民総合スポーツ大会実行委員会への負担金

合計 7,908 10

単位事業名 予算額 12,288千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 1,202 696 スタッフ、アスリート、ボランティアスタッフ謝金

旅費 71 0 関係者との打合せ　等

需用費 682 377 食糧費、消耗品費、チラシ印刷代

　

事業内訳書

スポーツインライフ推進事業

スポーツ環境整備事業

主な内容

パラスポーツが身近になる環境づくり事業費

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 12,288千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

役務費 852 685 資料郵送代、アスリート謝金、スポーツ保険料

委託料 9,089 1,054 パラスポーツが身近になる環境づくり事業委託

使用料及び賃借料 242 182 会場使用料

負担金、補助及び交付金 150 150 パラスポーツ大会開催費補助

合計 12,288 3,144

パラスポーツが身近になる環境づくり事業費

主な内容


